
【主担当部局：戦略企画部】 

めざす姿（令和５年度末での到達目標） 

県民の皆さんの行動につながる県政情報が発信され、県政に対する意見や評価が適切に把握される

など、充実した広聴広報活動が行われています。これにより、県民の皆さんの県に対する理解や共感、

信頼が深まり、県政への積極的な参画や提案など、協創の三重づくりが進み、県民の皆さんとの接点

の拡大と充実が図られています。 

 

主指標 

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

県からの情報
が伝わってい
ると感じる県
民の割合 

 35.0％ 

 

40.0％  50.0％ 

28.9％     

目標項目の説明と令和３年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

「みえ県民意識調査」で、県の広報活動により県の情報が伝わっていると「感じる」「どち
らかといえば感じる」と回答した県民の割合 

３年度目標値 
の考え方 

得たいと思う県情報が得られていると感じる県民の割合 28.6％（平成 30年度実績）を参考
に、毎年度５％ずつ増加を図り、５年度には県民の皆さんの２人に１人が実感していること
をめざすものであり、３年度の目標値を 40.0％としています。 

 

副指標 

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

県が行っている
広聴広報活動の
実施件数 

 6,150件 

 

6,300件  6,600件 

6,445件     

県広報プロモー
ションのファン
数 

 62,500人 

 

65,000人  70,000人 

56,199人     

公文書や個人情
報の開示決定等
における開示・
非開示判断の適
正度 

 0.5％以下 

 

0.5％以下  0.5％以下 

0.27％     

  

行政運営５ 広聴広報の充実 



現状と課題 

① ＩＣＴ(情報通信技術)の普及拡大による広報媒体・コミュニケーション構造の多様化や、激化する

地域間競争に対応していくため、令和元年度に改訂した「三重県広聴広報アクションプラン」に基

づき、戦略的・計画的な広報活動および政策形成につながる広聴活動の実現に取り組む必要があり

ます。 

② 新型コロナウイルス感染症に関する県の施策や感染状況などの情報を県民の皆さんに的確に届け、

安全・安心な暮らしを実現するためには、県ホームページをはじめ、各広報媒体を効果的に組み合

わせた情報発信を行うとともに「伝わりやすさ」を意識した質の高い「拡散性の高いコンテンツづ

くり」に取り組む必要があります。また、情報を迅速に発信するためにＡＩによる会議録作成シス

テムなどのさらなる活用を図る必要があります。 

③ 県政に対する幅広い「県民の声」を集約して県政に反映していくためには、県民の皆さんからの声

に誠実に答え、改善を図るとともに、提言、意見などを求めていくことが必要です。 

④ 県民の皆さんや、企業、団体等のさまざまな活動に生かせるよう、基礎資料となる各種統計情報を

積極的かつ正確に、わかりやすく提供することが必要です。 

⑤ 県民の皆さんの参加による公正な県政を推進していくためには、行政情報を積極的に公開し、情報

公開制度を適正に運用していくとともに、保有する個人情報を適正に管理していくことが必要です。 

 

令和３年度の取組方向 

① 広聴広報会議等で各種広聴広報ツールの周知や部局間の情報の共有を図るとともに、パブリシティ

活動の質の向上に向けて職員研修を実施することで情報発信力や広聴機能の強化を行い、全庁が一

体となった戦略的・計画的な広聴広報活動を展開します。 

② 新型コロナウイルス感染症に関する県の施策や感染状況をはじめ、県政に関する重要な情報を県民

の皆さんに的確に届けるとともに、より情報を身近に感じていただけるよう、県ホームページや県

広報紙、テレビ、ラジオ、新聞、ＳＮＳなどのさまざまな広報媒体を効果的に活用した情報発信、

パブリシティ活動に取り組みます。また、ＡＩを活用したシステムや文章校正ソフトなどにより、

文章の適正化を図り、迅速かつ正確な情報発信を行います。 

③ 「拡散性の高い情報コンテンツづくり」の視点で、県プロモーションサイト「つづきは三重で」で

の情報発信を行うとともに、首都圏等におけるマスメディアを活用した県の魅力発信、若者への訴

求力の高いウェブメディアでの情報発信を強化することで、県の認知度向上や三重県ファンを増や

すためのプロモーション活動を展開します。 

④ 県ホームページについて、利用者の皆さんが必要な情報を入手しやすいよう環境を整えるとともに、

引き続き改善に取り組みます。あわせて、ウェブアクセシビリティの水準維持やシステムの安定運

用及びセキュリティ対策に取り組みます。 

⑤ 「県民の声」制度を適正に運営するとともに、広聴ツールである「みえ出前トーク」、「e-モニター」

を活用した広聴活動の充実に引き続き取り組みます。 

⑥ 迅速かつ正確な統計調査の実施、審査、集計等を行い、調査結果を分かり易く公表するとともに、

統計関係者の功績を表彰し意欲を高めていただくことで、統計調査の円滑な実施を図ります。主要

経済指標等の最新の統計情報をインターネット（「みえＤａｔａＢｏｘ」）で提供するほか、各種統

計資料を適切に作成、刊行するとともに、統計の普及と利活用の推進及び統計調査への理解促進を

図ります。 

⑦ 情報公開・個人情報保護制度の適正な運用、個人情報の漏えいの防止などを図るため、職員研修の

充実等に取り組み、職員等の一層の意識の向上を図り、制度を適正に運用します。 



主な事業 

① 県政情報発信事業【基本事業名：40501 効果的な広聴広報機能の推進】 

予 算 額: (R2) １１０，４５８千円 → (R3) １１０，８９６千円 

事業概要: 県民の皆さんが、利用しやすい方法でより確実に情報が入手できるよう、広報紙「県政

だより みえ」や定期刊行物（フリーペーパー）等を活用して、県の情報を提供します。 

 

② 電波広報事業【基本事業名：40501 効果的な広聴広報機能の推進】 

予 算 額: (R2) ５９，９２６千円 → (R3) ５９，９５６千円 

事業概要: 県政の重要課題や取組、県主催イベント、イメージアップにつながる県の魅力をより多

くの視聴者に届けるため、テレビの情報番組で効果的に発信します。また、県政情報や

生活情報、安全・安心情報、防災情報などをラジオでタイムリーに発信します。 

 

③ 広聴広報アクションプラン推進事業【基本事業名：40502 戦略的なプロモーションの推進】 

予 算 額: (R2) １７，０６４千円 → (R3) １４，７１７千円 

事業概要: 三重県が魅力的な地域として認知され、県外の若者等に移住先の候補地として選定され

るよう、テレビ、雑誌等のマスメディアに対する取材誘致や、ウェブメディアを活用し

た情報発信を行います。また、さらなる県の認知度向上・イメージアップに向けて、ソ

ーシャルメディアの活用や県プロモーションサイトの運営を行います。 

 

④ インターネット情報提供推進事業【基本事業名：40501 効果的な広聴広報機能の推進】 

予 算 額: (R2) ３１，０３３千円 → (R3) ２９，２４２千円 

事業概要: 県民の皆さんが、必要な情報を確実に入手できるよう、県ウェブサイトや動画を活用し

て、県の情報を効果的・効率的に提供します。 

 

⑤ 広聴体制充実事業【基本事業名：40501 効果的な広聴広報機能の推進】 

予 算 額: (R2) １３，３５２千円 → (R3) １３，５０５千円 

事業概要: 県民の皆さんから寄せられる意見から県民ニーズを的確に把握し、県政運営に反映でき

るよう、「みえ出前トーク」等の効果的な運用や職員研修の実施等、全庁的な広聴機能

の充実を図ります。 

 

⑥ 経済センサスー活動調査費【基本事業名：40503 統計情報の効果的な発信と活用の促進】 

予 算 額: (R2) ８，６６６千円 → (R3) １０３，７８２千円 

事業概要: 全産業分野における事業所及び企業の経済活動の実態を全国及び地域別に明らかにす 

ること等を目的として、県内のすべての事業所及び企業を対象に調査を実施します。 

 

⑦ 統計情報編集費【基本事業名：40503 統計情報の効果的な発信と活用の促進】 

予 算 額: (R2) ９４２千円 → (R3) ８２２千円 

事業概要: 県民の皆さんや自治体・企業・教育研究機関等が統計情報を利活用できるよう、統計情

報を編集し、県統計情報のインターネット上の総合窓口である「みえＤａｔａＢｏｘ」

や刊行物で提供します。 

 

 



⑧ 情報公開・個人情報保護制度運営費 

【基本事業名：40504 行政情報の積極的な公開と個人情報の適正な保護】 

予 算 額: (R2) ４，５３５千円 → (R3) ４，６２８千円 

事業概要: 職員研修の実施や、職員からの相談等への対応を通じて、情報公開・個人情報保護制度

に対するより一層の理解と意識の向上を図り、両制度の適正な運用に努めます。 

 


